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第1章　 緒 言

吾人ハ血液檢査 ニ據 リ或種疾病 ノ診斷,治 療,豫 後及 ビ手術適應症等 ヲ決定 シ得然 レドモ此檢査 ヲ行 フニ

當 リ血液 ハ 種 々ナ ル事項 ニ由 リ影響ザル ベキヲ忘 ルベ カラズ.特 ニ疾病 ニ對スル 種 々ナル治療操行 ガ至大

ノ影響 ヲ與 フルモノナ ルモ之 ヲ顧慮 スル モノ甚ダ少 シ.余 ハ 此影響 ヲ知 ランガ爲 メ先 ヅ次 ノ5種 類 ノ治療

的操作 ニ就 キ其 ノ前後 ノ血液所見 ヲ比較研究 セ リ.

1.5%ノ 葡萄糖食鹽永 ヲ靜脉 内ニ注射 セル場 合

2.生 理的食鹽水 ヲ靜脉 内ニ注射 セル場合

3.生 理的食鹽水 ヲ皮下 ニ注射 セル場合

4. 5%ノ 葡萄糖 食鹽水 ノ靜脉 内注射 ト同時 ニ生理 的食鹽水 ヲ皮 下 ニ注射 セ シ場 合

5.無 腐手術前後 ノ血液所 見

第2章　 研 究 方 法

第1節　 採 血 ノ 場 所

採 血場所ハ耳 朶及 ビ指端 アレ共耳朶 ハ痛少ナキ ヲ以 テ 各例共耳 朶 ノ邊縁 ヲ選 ビ 左右交互 ニ採血セ リ.先

ヅ「アルコホル,エ ーテ ル」ヲ以テ清拭 シ局所 ノ脂肪其 ノ他 ノ附着物 ヲ除 去 シ乾燥 セル後 消毒 セル尖刀 ヲ用

ヒ小切創 ヲ作 リ創面 ヨ リ自然 ニ湧出スル血液 ヲ採取 シ檢 査セ リ.

第2節　 血 液 採 取 時 ニ 就 テ

血液檢 査ヲ行 フニハ採血時 ヲ注意 スル必要ア リ.血 液 ハ消化 作用,精 神的不安,身 體運動等 ニ依 リ大ナル

差 異 ヲ生 ズレバナ リ.故 ニ余 ハ採 血時 ヲ午前ハ10時 乃至11時,午 後ハ3-5時 ノ間 ニ於 テ食前 ニセ リ.手

術 後ハ2-6時 間毎 ニ採 血セ リ,多 クノ患者ハ術後1日 間ハ水或ハ少量 ノ流 動食 ヲ攝取 スル ノ ミナル故 ニ消

化 性白血球 増多症 ヲ顧 慮スル ノ必 要ナキモ 尚 ホ消化性 白血球 増多症 其 ノ他白血球 増多 ヲ起 ス可 キ原因ニ對

シ深 ク注意 シ可 及的影響 ノ少 キ樣 採血セ リ.

第3節　 血 球 數 算 定 法 竝 ニ 血 色 素 測 定 法.

余ハ血球 數算 定ニハThomu-Zeiss氏 ノ血球算定器 ヲ使用 シ同1人 ニハ常 ニ同一Pipetヲ 用ヒテ誤差 ノ生

ズルヲ豫 防 シ猶 ホ各人 ニ就 テモ成 ル丈同一 ピベ ツト」ヲ使用 セ リ.血液 稀釋液 トシテ赤 血球 ニハ0.9%ノ 生

理的食鹽水 ヲ,白 血球 ニハ「チュ ルク」氏液 ヲ使 用セ リ.血 球 算定法,赤 血球 ハ之 ヲ200倍 ニ稀釋 シ血球算定

器 ノ小平方80宛 ヲ3乃 至4囘 繰 リ返 シ其 ノ平均 ヲ算定 セ リ.白血球 ハ200倍 ニ稀釋 シ白 血球計算器全面 ヲ

4乃 至5囘 繰 リ返 シテ算定 シ其 ノ平均 ヲ取 レリ.血 色素量測定 ニハ「ザ ーリー」氏血色素計 ヲ使用 セリ.

第4節　 塗 抹 標 本 製 作,固 定 竝 ニ 其 ノ 染 色 法 ニ就 テ

血液塗抹 標本製作 ニハ載物硝子 ヲ用 ヒ先ツ空 氣中ニテ乾燥 セシ標 本ヲ「メチール」酒 情ニテ5分 間固定セ

リ.染 色 ニハ「ギムザ」氏液,「メー.グ リュ ンワル ド」氏液,宮 川氏液及 ビ「ヱ オ ジン.ヘ マ トキ シン」液等 ヲ
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使 用セ リ.「ギムザ」氏液 ニ依 ル染色法 ハ1ccノ 蒸餾水 ニ該液1滴 ヲ加 へ之 ヲ以テ20乃 至30分 間染色セ リ

宮川氏染色法ハ宮川氏液 ヲ100ノ 蒸餾水 ニ1滴 半乃至2滴 ノ割 合ニ混和 シ其 ノ染色 時間ヲ30分 乃至40分

トセ リ.「エオ ジン.ヘ マ トキ シン」染色法ハ固定 標本 ヲ0.5%ノ 「エオジ ン,アル コホル」液 ニテ染色 スル コ

ト3分 間次 デ水洗 シ「ヘ マトキ シン」液 ニテ4乃 至5分 間染色 シ水洗乾燥 セ リ.「バ ツベ ンハイム」氏 ノ「メー

ギムザ」ハ先 ツ血液塗抹 標本ヲ空 中ニテ乾燥 シ其 ノ上 ニ「メー.グ リュ ンワル ド」液 ヲ滴下 シ約5分 間固定染

色 シ更 ニ其 ノ上 ニ同 量 ハ餾水 ヲ加 へ標 本上ニテ平等 ニ混和 シ約10分 間染 色 シ其 ノ後標本面 ヨ リ液 ヲ除去 シ

其 ノ上 ニ餾水1ccニ 「ギムザ」液1滴 ノ割 合ニ混和 セル液 ヲ注加 シ約10乃 至15分 間染色 シ水 洗空中 ニ乾燥

セ リ.

第3章　 健 康 邦 人 ハ 血 液 所 見 ニ 就 テ

本研究 ニ先 立チ 健康 日本人 ノ血液所見 ヲ研索 シ其 ノ基礎 ヲ確定 セ ントセ リ.血 液 ノ數量竝 ニ質量 ノ變化

ハ病的 時ニ ノミ變 化スルニアラズ シテ尚 ホ年齡.性 及 ビ體質 ニ依 リテモ差異 ワ生ズ.又 同1人 ニ於テモ採血

時刻及 ビ精神 的竝 ニ身體 的運 動,入 浴等 ニ依 リテ變化 ヲ來 スコ トハ既述セ シ所 ナ リ.故 ニ正常 ノ血球數 ヲ得

ントスルニハ細心 ノ注意 ヲ要 スベキナ リ.

第1節　 健 康 邦 人 ノ 白 血 球 數 量 的 關 係 ニ 就 テ

生理的白血球数ハ報告者 ニ依 リ其 ノ正常數區 々ダ リ.今 茲 ニ從來報告 サ レダル東西 諸家 ノ數 ヲ示 セバ次

ノ如 シ.
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余ハ健康人40名 ニ就キテ檢査 ヲ行 ヘ リ,即 チ男子14-53歳 迄17名,女 子18-23歳 迄23名 ニ就 キテ檢

査 シ採血時刻ハ午後4時 前後 トシ採血前ニハ約20分 間安靜坐 位ヲ取 ラシメ後第2章 ノ研究方法 ニ從 ヒテ採

血セ リ.其 ノ成績第1表 ノ如 シ.

下記 表 ニ於テ明カナル如 ク邦人健 康大人 男子 ノ白血球數ハ多 クハ10000以 下ニ シテ10000未 滿 ノモ ノ5

例. 9000未 滿 ノモ ノ4例, 8000未 滿 ノモ ノ5例, 7000未 滿 ノモ ノ2例 ナ リ.要 之.健 康邦人 男子大人16例

ニ就テ調査成績ハ生理的白血球數ハ6080乃 至9920ノ 間 ニア リ.即 チ6000ニ 滿 タサザル モノ及 ビ10000以

上 ヲ超 ユルハ稀ナ リ.健 康邦人女子 ニ就テハ23例 中10000以 上ノ者2例, 10000未 滿 ノモノ3例, 9000未

滿 ノモ ノ8例 ニシテ最モ多 ク, 8000未 滿 ノモノ7例 ニシテ7000未 滿 ノモ ノ3例 ニテ, 6000未 滿 ノ者 ヲ證明

スル ヲ得ザ リキ.要 之,健 康邦人女子17歳 ヨリ23歳 迄 ノ者 ニ於 テハ生理的白血球數 ハ6332乃 至11000ノ

間 ニ在 リ.女子 ト男子ヲ比較 スルニ女子 ニ於テハ男子 ヨ リモ最 低數及 ビ最高數共ニ高 位ニア リ.男子 ノ平均

8336ニ シテ,女 子ハ 平均8740ナ リ.而 シテ之 ヲ從來報告 セ ラレタル先進諸家 ノ生理的 白血球數 ニ比較 セバ

草 間氏 ノ書間安靜時,君 塚,北 島,倉 氏 ノ成績 ヨ リモ稍 々高位 ニア リテ根岸,多 田羅.荻 野 及ビ山 本氏 ノ報告

卜略ボ一致 セ リ.

第2節　 健 康 邦 人 ノ 赤 血 球 ニ 就 テ

赤血球數 ニ就テモ各報告 者 ニヨ リ其 ノ數種々移動セ リ.今 先進諸 家ノ報告成績 ヲ表 示ス レバ,次 表 ノ如

シ.
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第1表　 健 康 邦 人 ノ 血 液
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檢 査 成 績 表
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余 ノ研 究 成 績 ハ 既 ニ前 表 ニ於 テ示 セ シ如 ク男16名 ニ於 テ ハ4.545.440乃 至5.758.320ニ シテ 平 均5.180.453

ナ リ.女 子23名 ニ 於 テ ハ3.862.480乃 至5.593.680ナ リ.即 チ平 均4.633.503ナ リ.男 子 ニ於 テ ハ 君 塚 氏 ノ成

績 ト略 ボ一 致 ス レ 共 根 岸 氏 ノ成 績 ヨ リハ 稍 々 低 位 ニ ア リ.女 子 ニ於 テハ 酒井 氏 ノ成績 ヨ リ稍 々低 位 ニア レ

共 北 島 氏 ノ成 績 ト略 ボ一 致 ス.

第3節　 血 色 素 量 ニ 就 テ

健 康 成 人 ノ血 液100g中 ニ含 有 ス ル 血色 素 絶 對 量 ハ 成書 ニ依 レ バ平 均14gナ リ.此 場 合 ニ於 テ 「ザ ー リー」

氏 血色 素 計 ニ ヨ レバ 丁 度100ナ ル 數 ヲ得 ベ シ.今 先 進 諸 家 ノ報 告 成 績 ヲ見 ル ニ次 ノ表 ノ如 シ.
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以上 ノ表示 ハ生理的血色 素量 ノ範圍 ナ リ.余 ノ研究成績 ハ第1表 ニ示 スガ如 ク邦人健康大人ハ70乃 至93

%ニ シテ健康 女子大人ハ65乃 至101%ナ リ.而 シテ男子ハ平均86%.女 子平均82%ニ シテ男子ハ女子 ヨ

リモ稍 々高位 ニアル ヲ知 レリ.

第4節　 健康邦人ノ白血球質量ニ就テ

健康 人 ノ白血球質量 モ其 ノ生理的範大ナ リ.今 先進諸家 ノ報 告成績 ヲ表示 ス レバ次 ノ如 シ.

第2表

上 表 ヲ見 ル ニ何 レモ 多少 ノ動 搖 ア リ.余 ノ上 記 檢 査 成 績(第1表 參 照)ヲ 見 ル ニ單 核中 性 嗜 好 白 血 球 ハ男

子 ニ於 テ ハ3.3乃 至8.6%即 チ平 均5.78%ニ シテ,女 子 ニ於 テ ハ4.0乃 至12.5%即 チ平 均6.73%ニ シテ 男

子 ハ 女 子 ヨ リ少 シ ク低 位 ニ ア リ.多 核 中性 嗜 好白 血 球 ハ 男 子 ニ於 テ ハ28.0乃 至57.7%即 チ 平均46.4%ニ シ

テ,女 子 ハ36.25乃 至66.8%即 ヂ平 均49.78%ナ リ.本 細胞 モ 男子 ハ女 子 ヨ リ稍 々 低 位 ニ ア リ.淋 巴 細 胞 ハ

男 子 ニ於 テ ハ20至 乃46.7,%平 均32.76%ニ シテ,女 子 ニ於 テ ハ22乃 至51.0%,平 均33.36%ニ シテ 男 子
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ハ女子 ヨ リモ稍 々低 位ニア リ.大 單核及 ビ移行型細胞 ハ男子 ニ於テハ3.7乃 至21%,平 均7.93%ニ シテ女

子 ニ於テ ハ3.5乃 至13%,平 均6.21%ナ リ.「 エオ ジン」嗜好細胞 ハ男子 ニ於テハ0.3乃 至14.3%,平 均6.4

%ニ シテ女子 ニ於テハ0.5乃 至10%,平 均3.42%ナ リ.肥胖細胞 ハ男子 ニ於テハ0.0乃 至4.7%.平 均0.88%

ニシテ女子 ニ於 テハ0.0乃 至1.3% ,平 均0.49%ナ リ.即 チ大單核 及ビ移行型細胞,「エオ ジ ン」嗜好細胞及

ビ肥胖細胞ハ男子 ハ女子 ヨリモ稍 々高 位ニア リ.之 ヲ諸家 ノ報告成績 卜比較 スルニ單核 中性 嗜好白血球 ハ

Sohilling氏 ノ幼 若型及 ビ桿状核中佐嗜好白血球 ト稱 スルモ ノニシテ是 レノ數量的變化ハSonuenburgニ 依

リ蟲樣突起炎 ノ輕 重,豫 後 ニ重大ナル意義ア リトセ ラレタル所 ニ シテ健常 血像 ニア リテハ10%以 内 ニ存在

ス ト稱 セラル.倉 氏ハ邦人健康青年 ニ於 テハ單核 中性嗜好 白血球%數 ハ最小零 ヨ リ最大14%ニ 亙 リ,平 均

4.74%ナ リトシ健康白 血球像 ニ於テハ本細胞 ヲ全然缺如 スル カ,又 ハ10%以 上 ヲ算 スルハ少 數ナ リト云ヘ

リ.北島氏ハ中性嗜好白 血球 ノ幼 若型 ハ極 メテ稀 ニ存在 スル ノミニテ桿 状核細胞 ハ白血球 全數 ノ3乃 至5%

ヲ占ム ト述 ベ リ.之 ヲ今余 ノ成績 卜比較ス ルニ男子平均5.78%,女 子平均6.73%ニ シテ倉,北 島氏 ノ成績 ヨ

リ稍 々高 位ニア リ.而 シテ男女共 本細胞 ヲ全然缺如セルモ ノハ認 メザ リキ,只 女子 ニ於テ10%以 上 ノモ ノ

僅 二2例 ヲ詔 メタ リ.多 核中性嗜好白 血球ハ男子平均46.4%,女 子 平均49.78%ニ シテSchming及 ビ倉氏

ノ成績 ヨ リハ 低位ニア レ共北島氏 ノ報告 ト略ボ一致 ス.淋 巴細胞 ハ男子平均32.76%,女 子33.36%ニ シテ

Schilling, Naegeli.倉,根 岸,小 宮及 ビ佐藤氏等 ノ成績 ヨ リハ稍 々高位 ニアレ共君塚 及 ビ草 間氏 ノ成績 ト略ボ

一致 シ北島氏 ノ成績 ヨリハ稍 々低位 ニア リ.大 單核及 ビ移 行型細胞ハ男 子平均7.93%,女 子平均6.2%ニ シ

テ邦人 諸家 ノ成績 卜略ボ一致 ス.「 エ オジ ン」嗜好白血球 ハ余 ノ檢査 セ シ健康 男子 ノ生理的限界 ハ0.3乃 至

14.3%ニ シテ,女 子ニ於 テハ0.5乃 至10%ナ リ.而 シテ健常邦人32例 ニ於テ本細胞 ヲ全然缺如 スルハ1例

モ無 ク最 小0.3%ヨ リ最 大14.3%ニ 亙 ル動搖 ア リ.之 ヲ諸 家ノ成績 ト比較ス レバ,女 子 ニ於テハSchilling,

 Naegeli,草 間及 ビ北島氏 ト一致 ス レ共其 ノ他 ノ成績 ヨ リ稍 々低位ニア リ.男子 ニ於 テハ諸家 ノ成績 ヨ リ稍 々

低位 ニア リ.肥 胖細胞 ハ男子平均0.88%,女 子平均0.49%ナ リ.是 レ先進諸家 ノ成績 ト略 ボ一致 ス.

第5節　 中 性 嗜 好 白 血 球 及 ビ淋 巴 球 特 ニN:L=Indexニ 就 テ

白血球 中中性嗜好白 血球 ト淋巴球 トハ其 ノ大部分 ヲ占ム.白 血球 ノ數 量的或 ハ質量的變化 ハ 大部分ハ此

兩者 ノ變化 ニ外 ナ ラズ他 ノ大 單核.移行型及 ビ肥胖細胞 ハ其 ノ數甚 ダ少 ナシ從 ツテ其 ノ變化ハ大 ナル意義 ヲ

有セ ズ,唯 「エ オジ ン」嗜好細胞 ハ或 ル種 ノ皮膚疾 患及 ビ寄生蟲 病.急 性 傳染疾 患及 ビ急性疾患 ノ恢復後 ニ於

テ某 ノ數量 ノ變化 ガ重要視 サル.大 正9年 多田羅氏ハ中性嗜 好白血球 ト淋巴球 ノ相對數 ノ比(N:L=Index)

ヲ算 出 シテ血球像判定 ニ興味 アル實驗 ヲ報 告セ リ.即 チ氏 ノ比率 ハ16歳 平均1.8, 17歳1.9, 18歳 及 ビ19歳

2.2, 20歳 ハ2.5ニ シテ一般 ニ小兒期 ニ小 ニシテ成入期 ニ至 ルニ從 ヒ増加 シ一 般大人ハ平均2.2ナ リト述 ベ

リ.倉 氏ハ22歳 及 ビ23歳 ニ於 テハ 平均2.0ナ リト報 告セ リ.余 ノ檢査成績 ハ第1表 ノ如 ク男子 ニ於 テハ14

歳 乃至53歳 ハ0.707乃 至3.12ニ シテ平均1.73,女 子 ニ於テ ハ18乃 至23歳 ハ0.826乃 至3.264平 均1.83ニ

シテ多田羅氏 及ビ倉氏 ノ成績 ニ比 シテ低位ニア リ.1.0以 下及 ビ3.0以 上 ノモノハ甚 ダ少 數 ニシテ多 クハ平

均 價附近 ノモノ多 シ.

第6節　 健 康 邦 人 ノ中 性 嗜 好 白 血 球 ノ核 移 動 ニ 就 テ

Arneth(1804)ハ 諸種疾 患ニ於 テ中性白血球 ヲ其 ノ核 數ニ ヨリテ觀察 スルハ診斷殊 ニ疾病 ノ豫後 ヲ決定ス

90



種 々ナル治療 操作 ノ血 液 ニ及 ボス影 響 ニ就テ 309

ル ニ大 ナ ル 意 義 アル ヲ提 唱 セ リ而 シテ 氏 ハ中 性 白 血 球 ノ核 數 ヲ1, 2, 3, 4, 5ニ 分 類 シ正常 血 液 ニ於 テハ 之

ガ一 定 ノ比 率 ノ モ トニ安 定 ス ル モ ノ トセ リ.氏 ハ 中性 「ミエ ロチ ー テ ン」(M),「 メ タ ミエ ロチ ーテ ン」(W).

及 ビ桿 状 核 中性 白血 球(T)ノ 如 キ1核 ノモ ノ ヲ第1型 トシ其 ノ分 裂 型 態 ノ蹄 係 ノモ ノニS,球 形 ノモ ノニ

Kナ ル符 號 ヲ記 シテ 核 數 ニ 從 ヒ第2, 3, 4及 ビ5型 ヲ區 別 セ リ.即 チ

1型
{

M, W, T,

 2型
{

2K, 2S, KS.

 3型
{

3K, 3S, 2SK, 2KS 4型
{

4K, 4S, 3KS, 3SK, 2S2K.

 5型
{

5K, 5S, 4SK, 2K3S, 2N3K, 3K2S, 3S2K.
トナ セ リ. Kothe(1908)ハ 中 性嗜 好 白 血球 ノ

核數 ヲ檢索 シArneth氏 法 ハ臨 牀上重 大ナル意義 ヲ有 スレ共,其 ノ方法餘 リニ複 雜ニ シテ從 ツテ實施 シ難 キ

缺點 ア リトシ次 ノ如 ク分 類セ リ.即 チ正常血液 ニ於 ケル中性 白血球 ノ核數 ヲ
1 2 3 4 5 6 

33 43 16 2ト ナセ
リ.

我國 ニ於テ倉氏ハ健康邦人 ノ中性白血球 ヲArneth氏 法 ニ從 ヒ次 ノ如 ク分類 セ リ.

 1型
{

5.2%.

 2型
{

35.32%.

 3型
{
40.93%. 4型

{

16.6%.

 5型
{

1.94%
而 シテ健康邦人 ノ中性嗜球白血球核數 ヲKothe氏 法 ニ依 リテ分類 セ シ報告ハ未 ダ之 ヲ見 ズ

依 リテ余 ハKothe氏 法 ニ從 ヒ余 ノ例 症 ヲ檢 索 セ ル ニ,前 表 ノ如 ク男 子 ニ於 テ1核11.4%. 2核38.6%, 3核

38.5%, 4核10.3%, 5核1.2%ニ シテ,女 子 ニ於 テ ハ1核11.3%, 2核40.2%, 3核37.9%, 4核9.3%, 5核

1.3%ニ シテKothe氏 ノ成績 ニ比 ス レ バ男 女共1及 ビ2型 ハ 余 ノ成 績 ニ於 テ ハ 高 位 ニ ア リ, 3, 4及 ビ5型 ハ

男 女 共 稍 々 低 位 ニ アル ヲ認 ム.

第7節　 概 括

1.健 康邦 人 ノ輕 易 ナ ル身 體 的 及 ビ精 神 的 作 業 ニ服 セル者 ノ書 間 午後 ノ單 位 容 積 内 白血 球 數

ハ 男子 平 均8336,女 子 平均8740ニ シテ大 多數 ハ6000乃 至10000ノ 間 ニ ア リ. 10000以 上ハ甚

ダ稀 ナ リ.

2.健 康 邦 人 單 位 容 積 内 ノ生 理 的 赤 血 球 數 ハ 男子 ニ於 テ ハ4.545.440乃 至5.758.320平 均

5.180.453ナ リ.女 子 ニ於 テ ハ3.862.480乃 至5.593.680平 均4.633.503ナ リ.

3.健 康 邦 人 ノ血 色 素 量 ハ 男 子平均86%,女 子82.1%ニ シ テ 男子 ハ女 子 ヨ リモ稍 々高位 ニ ア

リ.

4.各 種 白血 球 相 對 數 ハ單核 中性 嗜 好 白 血球 ハ男子 平均5.78%,女 子 平均6.73%ナ リ.多 核

中性 嗜好 白血 球 ハ男子 平均46.4%,女 子 平均49.78%ナ リ.淋 巴細 胞 ハ 男 子平均32.76%,女 子

平均33.36%,大 單 核 及 ビ移 行型 細 胞 ハ男 子 平均7.93%,女 子 平 均6.21%,「 エオ ジ ン」嗜 好 細 胞

ハ 男子 平均6.4%,女 子 平均3.42%,肥 胖 細 胞 ハ男 子 平均0.877%,女 子 平均0.49%ナ リ.

5.單 核 中 性嗜 好 白 血球 相 對 數(幼 若型 及 ビ桿 状 核 型)ハ10%以 内 二存 スル モ ノ多 數 ナ レ共

10%以 上 ヲ有 スル モ ノ6.06%テ 算 セ リ.

6.健 康 邦 人 ノ中 性 嗜 好 白血 球相 對 數 ハ70%以 上 ニ増 加 セズ.

7. N:L指 數 ハ 男子 平均1.726,女 子 平均1.828ニ シテ1以 下 ノ モ ノ及 ビ3.0以 上 ノモ ノ少

數 ニ シテ 各6.06%ヲ 算 セ リ.

8.中 性 嗜 好 自 血球 ノ核 數 ノ相 對數 ハ 男 子 ニ於 テ ハ1核11.4%, 2核38.60%, 3核38.5%,

 4核10.30%, 5核1.2%ナ リ.女 子 ニ於 テ ハ1核11.300%, 2核40.2%, 3核37.90%, 4核9.3%,

 5核1.300%ナ リ トス.
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第4章　 5%葡 萄糖食鹽水(25000)ノ 靜脉 内

注射ハ血液ニ及ボス影響ニ就 テ

第1節　 緒 言

葡萄糖液ハ 古來人工 榮養及止血 ノ目的 ニテ臨 牀家ニ廣 ク應用 サル.然 ルニ1913年Thanuhause u. Pfetzec

氏 ガ該液 注射 ニ依 ル血液所見 ヲ發表 セ シ以來1921年Ludwig Nurnberger氏 ガ人體 ニ70%ノ 葡萄 糖溶液

50ccハ 靜脉 内注射 ヲ施 シ注射後一時白血球減少 ヲ起 シ1時 間後減少最低 ニ達 シ次デ著 シク増加 スル ヲ認メ

而 シテ其 ハ増加 ハ中性 多核 白血球 ニシテ,淋 巴球 ハ減少 スルモ3時 間後 ニ再 ビ増加 ス ト.島 田氏(1924)ハ

家兎 ニ高張葡萄 糖液 ハ靜脉 内注射 ヲ行 ヒ 赤血球 竝ニ血色素 壁 ニハ大ナル影響 ヲ認 メザルモ 注射後白血球 増

加症 ヲ起 ス.其 ハ増 加ハ葡萄糖液 ハ濃度及 ビ量 ニ調係 シ體重2300g.内 外 ハ家 兎ニ於 テハ50%ハ 高張液10cc

位 ヲ注入 スル時ニ著 明ナ リ.注 入後 起ル白血球増 多症 ハ各種白 血球中殊 ニ假性「エ オ ジン」嗜 好白血球 及 ビ

單核細胞所謂 移行型等 ニ起 因 シ就 中假性 「エオジ ン」嗜 好白血球 ヲ主 トシ大 小淋巴細胞 ハ之 ニ比 シテ影響少

キガ如 シ.吉 本氏(1926)ハ20%ノ 高張葡萄糖溶液 ヲ家兎體 重1kgニ 付 キ1ccハ 割 ニ静脉 内ニ注射 シ結論

シテ曰 ク,注 射後 白血球 ハ増加ス.増 加 ハ%數 ハ平均74%ニ シテ注射後3時 間 ニ シテ増加最高 ニ達 シ次 デ

徐 々ニ減少 シ約10時 間後略 ボ奮値 ニ復 ス.更 ニ同溶液 ヲ體重1kgニ 付 キ4ccノ 割 ニ注射 セル時 ハ前同樣 ニ

白 血球増加 ヲ來 シ増加 例前者 ヨ リモ遙 ニ多數ナ ルモ増加%數 ハ前 者 ト大差 ナ ク平均77%ニ シテ注射後約3

時間 ニシテ増加最高 ニ達 シ次 デ徐 々ニ減少 シ約10時 間後略 ボ舊値 ニ復 ス.若 シ復歸 セザルモ ハモ24時 間

後 迄 ニハ復歸 ス.増 加 セル白血球各種 ニ就テ最モ増加 スルハ假性「エ オジ ンJ嗜好細胞 ニシテ 「マス ト」細胞,

單咳細胞 ハ僅 ニ増加 シ淋 巴球ハ殆 ド増加 セザルガ如 シ.注 射後一時的 ナ リトモ 白血球 數ハ減少 セズ シテ暫

時舊値 ヲ保 チ約1時 間後 ヨ リ著 シク急速 ニ増加 ス ト.以 上ハ文獻 ヲ見 ルニ人體 ニ於テハ注射後 一時 白血球

減少症 ヲ示 シ後増加 ス.然 ルニ家兎 ニ於テハ一時 タ リトモ自血球 減少 ス ルヲ見 ズ シテ直二増加 スト,是 レ即

チ人體 ト動物 トニヨ リ其 ハ反應 ハ異 ナルニ據 ルナ ラン.余 ハ臨 牀上危急 ニ際 シ葡萄 糖注射 ヲ爲 スニ當 リ果

シテ如何 ナル影響 ヲ血液 ニ及 ボスベキカヲ檢索 セ リ.

第2節　 赤 血 球 ニ 及 ボ ス 影 響 ニ就 テ

5%葡 萄 糖食鹽水250㏄ ヲ正中靜脉 ニ注射 シ注射後1, 2, 4, 6, 8, 10, 12及 ビ24時 間後 ノ赤血球數 ヲ檢

査 シ注射 前 ハ赤血球數 ト比較 セ リ.

第3表
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以 上 ノ實驗例 ニ見 ル如 ク赤血球數 ハ多少 ノ動 搖 ヲ來 スモ ノナ リ 即チ多數例(12例 中8例)ニ 於テハ注射

後一時赤 血球 數減少 ス,而 シテ其 ノ減少ハ注射後1乃 至2時 間 ニシテ増加 シ, 2乃 至6時 間島 シテ最 高 ニ達

シ其 ノ後漸次減少 シ10乃 至24時 間 ニシテ略ボ注射 前 ノ數 ニ復歸 ス.

第3節　 白血球數量ニ及ボス影響ニ就 テ

第4表

以上 ノ檢 査成績 ヲ觀察 スル 言5%葡 萄 糖食鹽 水ヲ靜脉内 ニ注射 セバ注入後一時白血球數 ノ減少 ヲ見 ル.

即 チ12例 中注射1時 間 後島於テ1例 ノ増加及 ビ1例 ノ注射 前 ト同 數 ノ成 績 ヲ示 スモ ノヲ除 キ 他 ノ10例 ハ

皆 白血球 減少 ヲ見 タ リ.而 シテ其 ノ減少1時 間 ニシテ既 ニ最 低 ニ達 スルモノ5例, 2時 間最低ニ達 スルモノ
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3例, 4時 間後最低 ニ達 スルモノ3例 ナ リ.而 シテ1時 間後 注射前 ト同 數 ヲ示 セルモ ノニ於テモ2時 間後 ニ

於テハ減少 シ其 ノ後 増加 ス.注 射後一時減少 シタル白血球 數ハ其 ノ後増加 シ注射4時 間後増加 最高 テ達 ス

ル モ ノ12例 中3例,注 射6時 間 後最高 ニ達 スルモノ3例 , 8時 間後最高 ニ達 スルモ ノ3例, 10時 間後最高

ニ達 スルモ ノ2例 アリ.而 シテ此増加 セシ 白血球 數ハ其 ノ後 漸次減少 シテ注 射10乃 至24時 間後 ニハ注射

前 ノ救 ニ復歸 ス. 12例 中1例 ハ注射後減少 セシ白血球 數ハ其 ノ後漸次増加 シ タレ ド24時 間 内ニ於テ注射前

ノ數ニ及 バザ リキ.之 ヲ要 スルニ5%ノ 葡萄 糖食鹽水 ヲ靜脉 内ニ注入 スル時 ハ大多數 ニ於テ注射後一時白血

球 數減少 シ其 ノ後漸次増加 ヲ來 シ注射4乃 至10時 間後ニ於 テ増加 最高 ニ達 スルモ ノナ リ.而 シテ増加セ シ

白血球ハ注射24時 間後 略ボ注射 前ノ數 ニ復歸 ス.

第4節　 各種自血球質量ニ及ボス影響ニ就 テ

5%葡 萄糖食鹽水 ヲ靜脉内 ニ注入 スル時 ハ上述 ノ研究成績 ニ於テ 明カナル如 ク赤 血球及 ビ白血球 數量 ニ

變化 ヲ呈 スル モノナ リ.然 ラバ各腫白血球質量 ニ如 何 ナル影響ヲ及ボス ベキモノナルカ 余 ノ研究成績 ヲ表

示ス レバ次 ノ如 シ.

第5表
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以 上 ノ實驗成績 ニ於テ 明カナル如 ク5%葡 萄糖食鹽 水200乃 至250ccノ 靜脉内注射 ヲ施行 スル時ハ注射

後 各種 白血球 ハ多少 ノ増 減 ヲ來 ス.然 レ共大多數例ニ於 テハ注射24時 間 後ニハ略 ボ注射前 ノ數 ニ復歸 スル

モノナ リ.

第5節　 概 括

1. 5%葡 萄 糖 食鹽 水(200乃 至250cc)ヲ 人體 靜脉 内 ニ注 入 スル 時 ハ赤 血 球數 ニ動 搖 テ及 ボ

ス モ ノ ナ リ.

2.赤 血 球 數 ノ増減 ヲ表 示 ス レバ 次 ノ如 シ.而 シテ其 ノ動搖 範 圍 ハ5.990.000乃 至2.610.000

ナ リ.

第6表
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附記　注射後8時 間目採血例11例,注 射後10時 間目採 血例10例,注 射12時 間後採血例5

例,他 ハ全部12例 ニ就テ檢査 セリ.即 チ赤血球數ハ大多數例ニ於テ注射後一時減少 シ其 ノ後漸

次増加 シ注射2乃 至8時 間後ニ於テ増加ス.而 シテ増加セシ赤 血球數ハ其 ノ後減少 シテ注射10

乃至24時 間後略ボ注射前ノ數畠復歸ス.

3. 5%葡 萄塘食鹽水200乃 至250ccヲ 人體靜脉内ニ注 入スル時 ハ注射後白血球數 ニ増減 ヲ

來ス.而 シテ其 ノ動搖範圍ハ19450乃 至4350ナ リ.

4.注 射1時 間後 ニ於 テ大多數例(83.33%)ハ 減少シ,増 加或ハ増減 ナキモノ16.67%ナ リ.

而シテ其 ノ後漸次増加 シ注射4時 間後 ニ於テハ大多數例(75%)ハ 増加 シ25%ハ 減少 ス.其 ノ

後漸次減少 シ注射10乃 至24時 間後 ニハ略ボ注射前ノ數 ニ復歸 ス.

5. 5%葡 萄糖食鹽水200乃 至250ccヲ 人體静脉内ニ注入スル時ハ各種白血球 ニ影響 テ及ボ

スモノナリ.

6.中 性嗜好白血球ハ注射1時 間後減少 スル例最モ多ク(58.3%)其 ノ後漸次増加 ス.即 チ注

射2乃 至4時 間後ニ於テハ注射1時 間後 ト増減例殆 ド反封 トナ リ注射6時 間後58.3%ハ 増加 シ

33.3%ハ 減少 シ,注 射前 ト同數ナルモノ18.3%ト ナル.而 シテ其 ノ後漸次減少 シ注射24時 間

後 ニ於テハ略ボ注射前 ノ%數 ニ復歸ス.

7.淋 巴細胞ハ注射1時 間後増減例同數ナレドモ,注 射2時 間後 ニ於 テハ増加スルモノ多ク

(58.3%)其 ノ後全ク中性嗜好白血球 ト正反封ノ増減ヲ呈ス.

8.大 單核,移 行型,「エオ ジン」嗜好細胞及肥胖細胞ニ於テモ注射後輕度 ノ増減 アルテ認ム.

第5章　 生理的食鹽水ノ静脉内注射ノ血液ニ及ボス影響ニ就テ

第1節　 赤血球ニ及ボス影響 ニ就 テ

0.9%ノ 生 理 的 食鹽 水300ccヲ 患 者 ノ正 中靜 脉 ニ注 入 シ注 射 後1, 2, 4, 6, 8, 10, 12及 ビ24時 間 毎 ニ採 血

シ注 射 前 ノ赤 血 球 數 卜比較 研 究 ス ル ニ次 ノ表 ニ示 ス ガ如 シ.

第7表
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上 記 實 驗 成 績 ニ於 テ 明 カ ナ ル如 ク生 理 的食 鹽 水 ノ靜 脉 内 注射 ヲ行 フ時 ハ 注 射 後 一 時 赤 血 球 數 ノ減 少 ヲ來

スモ ノ ナ リ.即 チ注射1時 間 後 ニ於 テ ハ 注射 前 ヨ リ約803.000乃 至101000減 少 シ,注 射2時 間後 ニ於 テ ハ

9例 中8例 ハ925.000乃 至135.000減 少 シ1例 ニ於 テハ100000増 加 ス.注 射4時 間 後 ニハ9例 中8例 ニ於 テ

ハ 約850.000乃 至65.000減 少 シ1例 ニ於 テハ59.000増 加 ス.注 射6時 間後 ニ於 テ ハ9例 共 約975.000乃 至

2.000減 少 ス.注 射8時 間 後 ニ於 テ ハ8例 中6例 ハ約1.492.000乃 至80.000減 少 シ2例 ハ約365000乃 至

130.000増 加 ス.注 射10時 間 後 ニ於 テハ4例 中3例 ハ 約652.000乃 至93.000減 少 シ1例 ハ50.000増 加 ス.

注 射12時 間 後 ニ於 テ ハ727.000減 少 シ,注 射24時 間 後 ニ於 テ ハ6例 中5例 ハ約517.000乃 至20.000減 少 シ

1例 ハ373.000増 加 ス.

第2節　 白血球數量ニ及ボス影響ニ就 テ

第8表

以上實驗成績 ニ示 スガ如 ク生理約食鹽水300㏄ ノ靜脉内注射 ヲ行ヒ注射 後1, 2, 6, 8, 10, 12及 ビ24時

間毎 ニ檢血 スル時ハ注射後1及 ビ2時 間 ニハ白血球 數ハ注射 前ニ比 シ減少ス.而 シテ10例 中2例 ハ注射1

時間後 減少最低ニ達 シ10例 中8例 ハ注射2時 間後減少最低 トナ リ其 ノ後 漸次増 加ス.大 多數 例即 チ10例

中8例 ハ注射4乃 至6時 間 後増加最 高 トナ リ1例 ハ注射8時 間後最高 ニ達 ス.増 加セ シ白血球數ハ其 ノ後

減少 シテ注射後24時 間 以内ニ略 ボ注射 前ノ數 ニ復歸 ス.只1例 ニ於 テハ注射後一時減少セ シ白血球數 ハ其

ノ後増加 シタ レ共24時 間以内 ニハ注射 前 ノ數 ニ達 セズ.

第3節　 白血球質量ニ及ボス影響ニ就テ
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第9表.
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上記實驗成績 ニ依 リテ 明カナル如 ク生理的食鹽水250乃 至300㏄ ノ靜脉内注射 ヲ行 フ時ハ 注射後 白血球

質量 ニ變化 ヲ來 ス,而 シテ各種白血球中單核,多 核中性嗜 好細胞 及ビ淋巴球 ノ増減甚 ダシク,大 單核,移 行

型細胞,「エオ ジン」嗜 好細胞 及ビ肥胖細胞 ノ變化ハ比較的輕度 ナ リ,

第4節　 概 括

1.生 理 的 食鹽 水250乃 至300㏄ ヲ靜 脉 内 ニ注 入 ス ル時 ハ赤 血 球 數 量 ニ影 響 ヲ及 ボ ス モ ノ ナ

リ.而 シテ其 ノ動 搖 範 圍 ハ6.182.000乃 至3.140.000ナ リ.注 射 後 赤 血 球 數 ハ 一時 減 少 ス ル ヲ認

ム.

2.生 理的食鹽水250乃 至300ccヲ 靜脉内ニ注入スル時 ハ注射後白血球數ニ増減ヲ來 ス.而

シデ其 ノ動搖 範圍 ハ13750乃 至5234ナ リ.

3.大 多數例ニ於テハ注射後一時白血球數ハ減 少シ其 ノ後漸次増加 シ注射前 ヨリ増加スレ.共

注射10乃 至24時 間後 ニハ略ボ注射前ノ數ニ復歸ス.

4.生 理的食鹽水250乃 至300ccヲ 靜脉内ニ注入スル時ハ注射後白血球質量ニ影響ヲ及ボス

モノナリ.
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5.「 ミエロチーテン」及 ビ幼若形中性嗜好白血球ニハ變化ヲ認 メズ.

6.桿 状核中性嗜好白血球ハ注射後増加スルヲ認 ム.即 チ注射1時 間後増カロ例77.7%,注 射

2時 間後増加例80%,注 射4.6及 ビ8時 間後増加例70%,注 射10時 間後増加例62.5%,注 射24

時間後増加例37.5%ナ リ.即 チ本細胞ハ注射8時 間後迄ハ増加 シ其 ノ後減少 シ注射前ノ%數 ニ

復歸スルモノナ リ.

7.分 葉核中性嗜好 白血球 ハ注射1, 2及 ビ8時 間後増加例55.5%,注 射4及 ビ6時 間後増加

例70%,注 射10時 間後増加例37.5%,注 射24時 間後増加例16.6%ヲ 示 ス.即 チ本細胞ハ注射

6時 間後迄ハ増加 シ其 ノ後漸次減少ヲ來ス.

8.淋 巴細胞ハ中性嗜好白血球 ト全ク正反對ノ増減ヲナス.即 チ注射1時 間後増加例44.4%,

注射2及 ビ4時 間後増加例20%,注 射6時 間後増加例10%ナ リ.本 細胞ハ注射後漸次減少 シ

注射6時 間後減少最モ多ク其ノ後漸次増加ス.

9.大 單核,移 行型細胞,「 エオジン」嗜好細胞及 ビ肥胖細胞 モ注射後其ノ數量ニ多少ノ動搖

ヲ來 ス.

10.注 射後増減 セシ各種白血球ハ注射後8乃 至24時 間ニシテ注射前ノ%數 ニ復歸 シ或ハ之

ニ接近 ス.

第6章　 生理的食鹽水ノ皮下注射ノ血液ニ

及ボス影響ニ就テ

第1節　 赤血球 ニ及 ボス影響 ニ就 デ.

第10表

上記 檢査成績 ニ於テ明 カナル如 ク生理的食鹽 水300乃 至800㏄ ヲ皮下 ニ注 入スル時ハ 多數例 ニ於テハ注

射 後一時 赤血球 數減少 シ其 ノ後増加 シテ注射 ヨ リモ多數 トナ リ後 漸次減少 シテ注射12乃 至24時 後 ニ於テ

略ボ注射 前 ノ數 ニ復歸 ス.

103



322 赤 岩 亨 二

第2節　 白血球數量ニ及 ボス影響ニ就 テ

第11表

生理 的食鹽水300乃 至800ccヲ 皮下 ニ注 入スル時 ハ上記檢 査成績 ニ於テ明 カナル如 ク10例 中3例 ニ於テ

ハ注射後白血 球數 ハ漸次増加 シ4乃 至8時 間後 増加 最高 ニ達 シ其 ノ後漸次減少 シ注射後10乃 至12時 間ニ シ

テ注射前 ハ激 ニ復歸 ス.他 ノ7例 ニ於テハ注射1乃 至2時 間 後ハ減少 シ,某 ノ後 増加 シテ注射 前 ヨ リモ上昇

シ注射4乃 至8時 間後増加最高ニ達 ス レ共 其 ノ後 漸次減少 シ注射10乃 至24時 間間後注射前 ノ數 ニ復歸ス.

第3節　 白血球質量ニ及ボス影響ニ就 テ

第12表

104



種々 ナル治療操作 ノ血液 ニ及 ボス影響 ニ就テ 323

105



324 赤 岩 亨 二

106



種 々 ナル治療操 作 ハ血液 ニ及 ボス影響 ニ就テ 325

上記實驗成績 ニ於テ 明 カナル如 ク生理的 食鹽水300乃 至800ccヲ 皮下 ニ注 入スル時 ハ「ミエ ロチーテ ン」

及 ビ幼 若型中性嗜好白血球 ニハ變化 ヲ認 メズ.桿 状 核中性嗜 好白血球 ハ注射1時 間後増加例100%,注 射2

時間後増加例70%,注 射4時 間後増加例80%,注 射6時 間後 増加例100%,注 射8時 間後増加例80%,注 射

10時 間後増加例66.6%,注 射12時 間後増加例50%,注 射24時 間後増加例100%ナ リ.分 葉核 中性嗜好 白

血球ハ注射1時 間段増加例33.3%,注 射2時 間後10%,注 射4及 ビ6時 間 後60%,注 射8時 間後50%,注

射10時 間後55.5%注 射12時 間後50%,注 射24時 間 後60%ナ リ.淋巴球ハ注射後中性嗜好白血球 ノ増減

ト全 ク反對 ニ増減 ス.大 單核,移 行型,「エ オジン」嗜 好細胞 及 ビ肥胖細胞 モ注射後輕度 ノ増減 ヲナス.

第4節 概 括

1.生 理的食鹽水300乃 至800ccハ 皮下注射 ヲ行フ時ハ注射後赤血球數ニ増減 ヲ呈 ス.而 シ

テ其 ノ動搖範圍ハ5.574.000乃 至2.683.000ナ リ.

2.大 多數例ニ於 テハ注射後赤血球數バ一時減少 シ,注 射4及 ビ6時 間後増加 シ注射前 ヨリ

増加スレ共其後域少シテ,注 射8乃 至24時 間後ニハ略ボ注射前ハ數 ニ復歸 ス.

3.生 理的食鹽水300乃 至800ccノ 皮下注射ヲ行フ時ハ注射後白血球數ニ變化ヲ及ボスモノ

ナ リ.而 シテ其 ノ動搖範圍ハ25150乃 至4700ナ リ.

4. 10例 中7例 ハ注射1乃 至2時 間後 ハ減 少シ其 ノ後注射前ヨリモ増加シテ注射4乃 至8時

間後増加最高ニ達 シ其 ノ後減少 シテ注射10乃 至24時 間後ニハ注射前ノ數ニ復歸ス. 10例 中3

例 ニ於テハ注射後増加 シ,注 射4乃 至8時 間後増加最高 トナ リ其 ノ後漸次減少 ス.

5.生 理的食鹽水300乃 至800ccヲ 皮下ニ注入スル時ハ注射後白血球質量 ニ愛化ヲ來スモノ

ナ リ.

6.注 射後「ミエロチーテン」及 ビ幼若型中性嗜好白血球 ニハ變化ヲ認 メズ.

7.桿 状核中性嗜好白血球 ハ注射後増加ス.

8.分 葉核中性嗜好白血球ハ注射1乃 至2時 間後減少 シ其 ノ後増加ス.

9.淋 巴細胞ハ注射後 中性嗜好白血球 ト全ク反對ノ増減ヲナス.

10.大 單核,移 行型,「 エオ ジ ン」嗜好細胞及 ビ肥胖細胞 ハ注射後輕度 ノ増減 アルヲ認ム.

第7章　 5%葡 萄糖食鹽水ノ靜脉内注射 ト同時ニ

生理的食鹽水ノ皮下注射ヲ施行セシ場合

ノ血液ニ及ボス影響ニ就テ

余ハ前記第4及 ビ第6章 ニ於テ行 ヘル2操 作 ヲ同 時ニ人體 ニ行 ヘバ 血液 ニ如何 ナル 影響 ヲ來スヤ ヲ知 ラ

ンガ爲 メ本實 驗 ヲ施 行セ リ.

第1節　 赤 血 球 ニ 及 ボ ス影 響 ニ 就 テ
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第13表

上記 實驗成績 ヲ見 ル ニ多數例 ニ於テ ハ注射後一時赤血球 數減少 シ其 ノ後増加 ス レ共後再 ビ減少 シテ注射

前 ノ數 ニ復歸 ス.即 チ第1及 ビ4例 ニ於テハ注射1時 間後,第2及 ビ5例 ニ於 テハ注射2時 間後.第3例 ニ

於 テハ 注射4時 間後減少最 低 トナ リ其 ノ後増加 シ注射10乃 至24時 間後略ボ注射 前 ノ數 ニ復歸 ス.

第2節　 白血球數量ニ及 ボス影響ニ就 テ

第14表

此實驗成績 ヲ見 ルニ實 驗例少數 ナ レ共5例 共皆注射後一 時白血 球數 ノ減少 スルヲ認 ム.而 シテ 注射1時

間後減少最 低 トナルモ ノ3例,注 射4時 間 後減少最 低ニ達 スルモ ノ2例 ア リ.注 射後一時減少 セシ白血球數

ハ其 ノ後漸次増加 シテ注射前 ヨ リモ増加 シ,其 ノ増加最高注射4時 間後 ノモ ノ1例, 6時 間後 ノモ ノ2例, 

8時 間後 ノモノ1例, 10時 間 ノモノ1例 ナ リ.然 レ共増加セ シ白血球數ハ注射後10乃 至24時 間ニ シテ再 ビ

減少 シ注射前 ノ數 ニ略ボ復歸 スルヲ詔ム.

第3節　 白血球質量ニ及ボス影響ニ就 テ

第15表
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上記實驗成績 ニ於テ 明カナル如 ク,生 理的食盟水800ccノ 皮下注射 ト同時ニ5%葡 萄 糖食鹽水250ccノ

静脉 内注射 ヲ施 行スル時ハ「ミエロチーテ ン」ニハ影醤 ヲ及 ボサザ レ共 注射後幼 若型 中性嗜 好白血球 ノ増加

スルヲ認 ム.桿 状核 中性 嗜好白血球 ハ注射後増加ス.分 葉 核中性嗜 好白血球ハ注射1及 ビ2時 間後増加例

20%, 4乃 至8時 間後増加例60%, 10及 ビ24時 間後増加 例40%ナ リ.即 チ本細胞ハ注射直後減少 スレ共暫

時 ニシテ増加 ス.淋 巴細胞 ハ中性嗜好白血球 ニ反 シ注射1時 間後増加 スレ共 其 ノ後 却 ツテ減少ス.大 單核及

ビ移行 型細胞 ハ注射後 減少ス.「エ オジン」嗜好細胞ハ注射1時 間後増加 ス レ共 其 ノ後減少或 ハ消失 ス.肥 胖

細胞 ハ注射後減少或 ハ消失 ス.

第4節 概 括

1.生 理的食鹽水ノ皮下注射 ト同時 ニ5%葡 萄塘食鹽水ノ靜脉内注射ヲ施 行ス.ル時ハ注射後

赤血球數ニ増減 テ來 ス.而 シテ其 ノ動搖範圍ハ6.208.000乃 至2.546.000ナ リ.

2.赤 血球數ハ注射1乃 至4時 間後減少 シ其 ノ後増加 シテ注射10乃 至24時 間後略ボ注射前

ノ數ニ復歸ス.

3.生 理的食鹽水ノ皮下注射 ト同時ニ5%ノ 葡萄糖食鹽水ノ靜脉内注射 ヲ施行スル時ハ注射

後白血球數ニ増減ヲ來 ス.而 シテ其 ノ動搖範圍ハ17360乃 至4640ナ リ.

4.多 數例ニ於 テハ白血球數ハ注射1時 間後減少シ,其ノ後漸次増加 シ注射6乃 至10時 間後

迄 ハ増加 シ,其 ノ後再 ビ減少 シ注射24時 間後ニハ増減例略ボ同數 トナリ注射前ノ數 ニ復歸ス.

5.生 理的食鹽水ノ皮下注射 ト同時ニ5%ノ 葡萄糖食鹽水 ノ靜脉内注射ヲ行フ時ニハ注射後

白血球質量ニ變化ヲ及ボスモノナリハ

6.「 ミエロチーテ ン」ニハ變化ヲ認 メズ.

7.幼 若型中性嗜好白血球ハ注射後増加 ス.

8.桿 状核中性嗜好白血球ハ注射後増加 ス.

9.分 葉核中性嗜好白血球 ハ注射直後減少スレ共暫時 ニシテ増加 ス.

10.淋 巴細胞ハ中性嗜好白血球ニ反 シテ注射1時 間後増加スレ共其ノ後却 ツテ減少ス.

11.大 單核及 ビ移行型細胞 ハ注射後減少 ス.

12.「 エオジン」嗜好細胞 ハ注射1時 間後増加スレ共其ノ後減少或 ハ消失 ス.

13.肥 胖細胞ハ注射後減少或ハ消失ス.

第8章　 手 術 的 治 療 法 ノ 血 液 ニ 及 ボ ス 影 響 ニ 就 テ

第1節　 緒 言

余ハ前 各章 ニ於 テ人 體 ニ種 々ナル注射 ヲ施 行 セル場 合 ニ出 現スル血液 ノ變 化ヲ述 ベタ リ.然 ラバ之等注

射 ヨリモ更ニ大ナル刺 戟 ヲ身體 ニ與 フル手 術的操作ガ 血液 ニ如何ナル影響 ヲ及ボ スカヲ知 ラ ント欲 シ腹腔

内及 ビ腹 腔外疾患 ノ手術 前後 ノ血液所見 ヲ檢索 セ リ.手 術後 ニ白血球數 ノ増加 ヲ來 スハ周知 ノ事實ナ リ.

先進諸家 ノ業績 ヲ概 觀スルニ各單 ナル一 事項 ニ就キテ述 べ血球 全般 ニ亙 リテ研究 セルモ ノ甚ダ稀 ナリ.余
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ノ例 ハ少數 ナレ共同1人 ニ就キ手術前後 ノ血球全般 ニ亙 リ精細 ニ研索 セリ.今 先進 諸家 ノ報告 ヲ見 ルニ,

 Vierordt(1854)ハ 小出血 ニア リテハ血球%數 ハ極 メテ輕微 ノ變動 アル ニ過 ギザレ共大出血 ニアリテハ著明

ノ血球 數量ヲ減ズ ト述ブ. Bockemann(1881)ハ 出血後數 日ニシテ白血球絶對的増加 ヲ來 ス ト述 ブ. Leber

(1896)ハ100餘 人 ノ患者 ニ就テ術前1乃 至2囘,術 後2乃 至4同 檢査 シ「エーテ ル」麻 醉ハ血色素 量 ニ變 化

ナク又赤血 球 ニ對 シテ破壞 作用 ヲ呈 セズ又 白血球 ニ對 シテ屡 々顯著 ナル白血球 増多症 ヲ招來 シ麻醉後數時

間 ニシテ其 ノ極 ニ達 ス.但 シ「エ オジン」嗜好細胞ハ増加セズ ト述 ベ, Cabot, Blake u. Hubhard(1901)ハ 白

血球増加ハ手 術其 ノモノニ歸因 ス ト述 ベタ リ, Reich(1904)ハ 骨手術特 ニ其 ノ間鑿術ハ屡 々極 メテ高度 ナ

ル手術 後白血 球増多症 ヲ伴 フ.氏 ハ此現象 ヲ骨髓 ノ吸收力大ナル ニ歸セ シメ尚 ホ斯 ノ如 キ 白血球増多症 ハ

2, 3日 中ニ消失 ス ト唱 ヘ タリ. Sonnenberg(1905)ハ 手術後 ノ白血 球増多症 ニ就テ「クロ ロホルム」ニア リテ

ハ「エ ーテル」麻醉 ニ於 ケルヨ リモ多 ク白血球増多症 ヲ招來ス.サ レ共何 レニセ ヨ此現象ハ必發現象ナ ラザ

レ共手術後6乃 至10時 間 ニシテ現ハレ2乃 至3日 ニシテ消失 ス ト述 ベタ リ. Busse(1905)ハ 腹膜外手術 ニ

於テハ最モ輕微 ノ白血球増多症 ヲ起 シ,腹膜 附近 ノ手術 ニ於テハ稍々著明 ノ白血球 増多症 ヲ見 ル.腹 膜 内手

術 ニ於 テ最モ顯著 ナル白血 球増多症 ヲ見 ル.腹 膜 内手術 ニ於 テハ 白血球増多症ハ種 々異 ナル疾病 ノ經過,腹

膜 ノ刺戟,手 術 時間 ニ關係 シ腹 膜外 手術 ト同様 ノモノアレ共夫 レ以上 ノ増多 ヲ呈 スルモ ノ多數ナ リ.而 シテ

増多ハ術後3日 目ニ最高 ニシテ7日 目ニ普通 ニ復歸 スルヲ見 ル ト述 ベタ リ. Krower, Zweifel氏 等ハ之 ヲ反

駁セ リ. grumbbaar(1917)ハ 其 ノ結論 ニ述 ベテ曰 ク, 1.犬 ニ於 テ脾臓別 出ニ續 イテ起 ル白血球堆多症ハ他

ノ手術後 白血球増 多 ト異 リ多少遲 ク普通 ニ復歸ス. 2.麻 醉 及 ビ出血 ニ續 ク白血球増多症 ハ骨髓 ガ新 シキ又

ハ幼若型 ノ多 核白血球 ヲ末 梢血 液ニ出 スニ因 ル. 3.術 後血中 ニ現ハルル中間型 ノ出 現ハ多核 白血球 ト所謂

Transtional cellト ノ間 ニ生 ズル關 係ヲ意味 ス ト. Melenge(1918)ハ 慢 性蟲様 突起炎,「ヘルニヤ」其ノ他種

種ナル外科的疾患51人 ニ就 キテ精細 ニ共 ノ血 像 ノ變遷 ヲ檢 シテ 日ク, 1.感 染 ナ シニ手術 ヲナ シタル時 ハ

白血球 ハ増加 シ而 シテ手術後6時 間 目ニ於テ手術 前 ノ2倍 以上 トナル. 2.堆 加 ハ殆 ド全 ク中性嗜好多核細

細胞 ナ リ. 3.術 後 ニ於 テ赤血球 モ少 シノ増加 ヲ見 ル併 シ10時 間後 ニ於テハ進 行性 ノ貧血 ニ因 リ約150萬 ノ

減少 ア リ. 4.白 血球ハ4日 後 ニ於テ下降 シテ普通 トナル感染 シタル時 ハ下降ハ之 ヨ リモ遲延 ス. 5.化 膿性

疾患 ニア リテハ初期 ノ上昇 ナ ク而 シテ術後2乃 至3日 ニシテ白血 球ハ増加 ヲ示 ス. 6.劇 シキ外傷 ヲ受 ケ多

數 ノ縫 合又 ハ結紮 ヲ施 シタル患者又ハ稍 々大 ナル出血 ヲ招 ケルモノ或ハ長時間 ニ亙ル麻醉就中 「エーテル」

麻 醉 ヲ行 ヘル例症 ニア リテハ白血球數増加 ノ程度比較的高 シ. 7.健 康 體ハ病的弱者 ニ比ス レバ白血球増多

症 更ニ著明ナ リト述 ベ リ. Musser(1921)ハ 犬 ニ就 キ出血後 ノ白血球 ヲ檢 シテ曰 ク, 1.出 血 後白血球増 多

症 ヲ伴 フハ通則 ナ レ共必發 ノ現 象ナラズ從テ其 ノ持續時間ハ種々 ニシテ 且又出血 ノ程度 ニモ閾係 ヲ有 ス. 

2.白 血球増 多症ハ主 トシテ中性嗜好多核白血 球 ノ増 多ニ依 ル. 3.「エオ ジン」嗜好細胞 ハ他 ハ感染 及 ビ他 ノ

疾 病 ハ時 ノ白血球増多症 ノ時ニ消失 セザル ト同様 ニ消失 セズ. 4.此 現 象 ノ要因 ヲ出血 ニ際 シ血 量 ノ減少 ニ

伴ヒ白血球 ガ血管壁 ニ粘着 シ從テ血液内 ニ潴溜 スル ト同 春ニアル刺 戟 ニヨ リテ 骨髓 ヨ リ白血球 ガ流血内 ニ

輸送サルル結果ナ リト述 ベ リ.此外Stahl, Unger及 ビwisotzki(1921)等 ハ「エーテ ル」麻醉後數時間 乃至數

10分 内 ニ白血 球ガ著明 ニ増加ス ル事實 ヲ記載 シSchwenkenbecker及 ビSiegelモ 同様ニ著 明ナル増加 ヲ認 メ

尚ホ動物 ニ於 テハ上昇セル白血球 數ハ麻醉 後1時 間ニ シテ殆 ド正常 ニ復歸 ス.此 上昇 ハ上膊靜脉内 ニ於テ

最 高 ニンテ内臟 靜脉 内 ニ於 テハ之 ヨ リモ少 シ ト述 ベ リ. Lohr(1922)ハ 手術後6時 間 ニシテ強度 ノ白血 球増
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多症 ヲ呈 シ爾後24時 間後迄 ハ更ニ上昇 ス.大 多數例 ニ於テ ハ24時 間以後 ハ僅 ノ上昇 ア リ術後2日 後 ハ下

降 スルヲ認 ム レ共 合併症 ヲ有 スル時ハ下降 セズ. 2日 以後 ハ白血球ハ速 ニ下降 シ4乃 至6日 後 ニハ普通 ト

ナル,各 種 白血球 モ之 ニ平行 シテ變化 シ術後6時 間迄 ハ中性多核 白血球 ノ増 加ヲ見,反 之淋巴球 ノ減少 ヲ示

シ「エオ ジン」嗜好細胞 ハ消失 ス. Arneth氏 核像ハ總 テ ハ例 ニ於テ術後2日 迄 ハ左遷 シ早キモ ノハ4日 目ニ

シテ正常核 像ニ復 シ此時期 ヨリ「エオ ジン」嗜好細胞 ノ少 量現 ハル.肥 胖細胞 ハ高度 ニテ モ0.5%ニ シテ多 ク

ハ消失 ス.中 等度及 ビ簡單ナ ル手術 ニ於テ モ同様 ノ變化 ヲ呈 スレ共 白血球増加 ハ中等 度ニ シテ其 ノ核 ノ左

遷 度 モ中等度 ナ リ.「エ オジン」嗜好細胞 ハ術 前高率 ノモ ノモ術後 ニハ全 ク消失 ス. Ruef(1922)ハ 長時間 ニ

亙ル麻醉 ニ於テハ赤血 球増 多ヲ來 ス.大 原氏(1922)ハ 膿竈 切開手術後 ニ於テ手術直後少 ク トモ6乃 至24

時間以内 ニア リテハ 防腐手術時 ト同様 ニ急劇 ナル一過性白血球増 多症 ヲ惹起 スルモ ノ トス.唯 其 ノ持續經

過 ガ後者 ニ比 シ甚ダ短キ爲 メ今 日迄ハ研究 者 ノ注 意ヲ逸 セシモ ノナ リト述 ブ.赤 井氏(1924)ハ 手術後ハ 白

血球増 多症 ヲ起 シ出血量多 キ程著明 ニ シテ 且 又術前 ノ便 ニ復歸 スル時間 モ遲 シ加 之中性多核 白血 球,淋 巴

第16

112



種 々ナル治療操 作 ノ血液 ニ及 ボス影響 ニ就テ 331

球 「エ オジン」嗜好細胞 ノ相互 關係ニ於 テモ一定 ノ變 動ヲ招 來スルハ疑 フ餘地 ナ シ,又 麻醉手術後 ニ於テハ

白血球 増多ハ術後10時 間後 ニハ消失 ス.倉 氏(1924)ハ 無菌的手術翌 日ニ於テモ著明ナル白血球増加 ヲ見

ル之 ヲ出血後 ノ白血球増 多症 ト見 做 スニハ 餘 リ少ナ キ手術 ニ於テ モ著 シキ白血球増 多ヲ觀 ル.腹 腔 以外 ノ

無菌手術後 ニ於テ 手術翌 日著 シキ白血球増加症 ヲ呈 シ第3日 ニ既 ニ手術 前 ノ數 ニ復セル ヲ見 ル ト述 ベ タリ.

第2節　 手術前後ニ於 ケル赤血球 ノ變化ニ就 テ

急性傳染性疾患 ニ於テ赤血球數 減少 シ乃至有核赤血球 ノ出現 スル コトハTruk(1898)ノ 業 績 ニ於テ明 カ

ナ リ.之 ニ關 スル諸家 ノ業績亦續出 ス.而 シテ一面外 科的業績 ニ就テ之 ヲ見 ルニ其 ノ大多數ハ白血球 ノ數 量

的事項 ノミニ偏 重シ,赤 血球 ニ於 テハ同1人 ニ就テ只單 ニ1乃 至2囘 ノ數量的檢査 ノ ミニテ術前及 ビ術後

時間的 ニ連續檢査 ヲナセ ル業績 ノ報告アル ヲ見 ズ.余 ハ今茲 ニ於 テ術 前.術 後時間的 ニ赤血球 數ガ如何 ナル

變化 ヲ呈 スルカ余 ノ例症 ニ就テ述 ベン ト欲ス.

表
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上記檢 査成績 ニ於 テ明 カナル如 ク手術後 ニハ赤血球數 ニ變化 ヲ呈 スルモノナ リ.而 シテ其 ノ動搖範圍ハ

6.062.000乃 至3.845.000ニ シテ 大多數例 即 チ15例 中11例 ハ生理的範圍外 ノ増 減 ヲナ シ他 ノ4例 ハ生理 的

範圍 内 ニ於テ増減セ リ.今 之 ヲ詳細 ニ見 ルニ出血 比較 的少 キ手術 即チ脱腸 ニ於 テハ 術後2乃 至6時 間ハ赤

血 球數ハ減少 シ共 ノ後術 前ヨ リモ増加 シ生理 的範圍 内ニ於 テ増 減ス.蟲 様突起 炎 ノ例 症ニ於テハ手術直後

第17

以上 ノ研究成績 ヲ見 ルニ腹膜 内,腹 膜外及 ビ全身麻醉 ヲ施 シタル手術例症 ニ於テハ 手術後或 ル一定期間

白血球増 多症 ヲ呈 シ其 ノ後 漸次減少 シテ生理的數 ニ復歸スル モノナ リ,之 ヲ詳細 ニ述 ブ レバ 腹膜外手術 ニ

於 テハ術後白血球數ハ増加 シ術後2乃 至6時 間 ニシテ 最高 ニ達 シ,其 ノ後減少 シテ術後72乃 至96時 間 ニ

シテ生理 的數 ニ復歸 ス.腹膜 内手術 ニ於 テハ腹膜外手術 ト同様 ニ術後白血球増 多症 ヲ呈 ス.即 チ術後急速 ニ

増 加 シ術 後2乃 至8時 間 ニシテ増 加最高 ニ達 ン其 ノ後漸次減少 ス.慢 性蟲様突起炎 ニ於テハ術後48乃 至72

時間 ニシテ生理的數 ニ復歸 スレ共胃癌及 ビ膽嚢炎 ノ例症 ニ於テ ハ術後144時 間内 ニ於テハ 生理的數 ニ復歸

セズ.全 身麻醉 ニテ手術 セシ例症 ニ於テハ手術 後白血球増 多症 ヲ呈 シ術 後4乃 至6時 間 ニシテ増加最高 ニ

達 シ其 ノ後減少 シテ術 後96時 間 乃至193時 間 ニシテ生理的數 ニ復歸 ス.要 之腹膜 外手術 ニ於テハ腹膜 附近

及 ビ腹膜 ヨ リ遠 キ部分 ノ手術 ニ於 テモ手術後 白血球數 ノ動搖 ハ相等 シク.腹 膜内手術 ニ於テハ疾病 ノ種類,
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赤血球 數減少セズ シテ 却 テ増 加 シ其 ノ後生理 的範圍 内ニ於 テ輕度 ハ増減 ヲナス.膽 嚢炎及 ビ胃癌 ノ例症 ニ

於テハ多少 ノ例外ア レ共略 ボ蟲様突起炎 ト等 シキ動搖 ヲナ ス.全 身麻醉 ノ2例 ニ於テハ 術後一時赤血球數

ハ減少 シ其 ノ後増 加 シテ生理的範圍 内ニ於テ動搖 ス.

第3節　 手 術 前 後 ハ 白 血 球 ノ數 量 的 變 化 ニ 就 テ

表

腹膜 ノ剌戟 等 ニ關係 シ術 後 ノ白血球増 多症 ノ程度 ヲ異 ニス.蟲 様突起炎ハ一般 ニ胃癌及 ビ膽嚢炎 ニ比 シテ

術 後 ノ増 多輕度 ニシテ亦速 ニ生理的 數ニ復歸 ス.然 レ共之 ヲ腹膜外手術 ニ比較 スルニ蟲 様突 起炎 ハ術 後増

多稍 々強度 ニ シテ生理的數 ニ復歸 スルコ ト稍々速ナ リ.

第4節　 手術操作 ノ白血球質量ニ及ボス影響ニ就テ

手術後 白血球増 多症 ヲ來スハ本章第3節 ニ於テ論述 シタルガ如 シ.然 ラバ手術 後各種白血球相互 ニ如何

ナル變化 ヲ來 スモノナルカ或 ハ腹腔内手術及 ビ腹腔 外手術 ニ於テ同様 ノ變 化 ヲ呈 スル モハナル カ余 ハ知 ラ

ン ト欲 スル所 ナ リ.
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以上 ノ檢査成績 ニ於 テ 明 カナル如 ク術後 白血球質 量ニ變化 ヲ來 スモノナ リ.幼 若型 中性嗜好白血球ハ術

後 増加 ヲ呈ス.即 チ術 前證 明 シ得ザ リシ例症 ニ於 テモ術 後出現 シ早 キハ4時 間後遲 キハ72時 間後消失 ス然

レ共只1例(第11例 山室 ハ)術 後240時 間後迄本細胞 ノ出現 スル ヲ見 タ リ.術 前之 ヲ證明 シタル例症(第

16例 的場)ニ 於テハ術後増加 シ術後48時 間後迄本細胞出現セ リ.桿 状核 中性嗜 好白血球 ハ手術直後 ヨリ急

速 ニ増加 シ術後2乃 至24時 間 ニシテ増加最高(61.0%)ニ 達 シ其 ノ後 漸次減少 シテ疾 病 ノ恢復 ニ伴 ヒ健常

%數 ニ復歸 ス.分 葉 核中性嗜 好白血球 ハ術後増加 シ術後24時 間以 内ニ増加最高(78%)ト ナ リ其 ノ後 漸次

減少 シテ健常%數 ニ復歸 ス,淋 巴細胞 ハ術 後全ク中性嗜 好白血球 ト反對 ノ増 減ヲ呈 ス.即 チ術後生理的%數

以下 ニ減少 シ術後4乃 至24時 間後減少最低 ニ達 シ其 ノ後 漸次増加 シ健常%數 トナル.「エオ ジン」嗜好細胞

ハ術後48時 間迄 ハ減少或 ハ消失 シ其 ノ後 ニ於テ漸次増加 ス.大 單核及 ビ移行型細胞 及 ビ肥胖細胞 ハ術後輕

度 ノ増 減 ヲ來ス.

第5節　 手 術 前 後 ノN:L=Indexニ 就 テ

余 ハ本篇第3章 第5節 ニ於テ 健康邦人 ノN:L指 數 ノ檢索 ヲナシ男子平均1.73,女 子平均1.83ノ 比價 ヲ

得 タ リ.然 ラバ此指 數ガ手術 的操 作ニ因 リテ變動 ヲ受 クルモノナルヤ之 ヲ檢 索セ リ.大 原氏ハ急 性化膿性腹

膜炎 ニ於テN:L指 數 ガ20ニ 達 スル時ハ 豫後常 ニ重篤 ニシテ25ヲ 超 越スル時 ハ豫後 多 クハ 不良 ナ リ トシ

又慢 性蟲様突起炎竝 ニ盲腸周圍 炎 ニシテ臨 牀上間歇 期手術適 應症 ヲ示 シタ リシ例 ニ於 テハ 最小0.47,最 大

6.49ヲ 示 シ術後一定 時 ニ至 リテ再 ビ之 ヲ檢 スルニ減少 ヲ示 シタルモ ノ80%ニ 達 シ,其 ノ平均數1.13ヲ 示 シ

尚 ホ増加 ヲ呈 スル モノ20%其 ノ平均數3.14ヲ 算 スト述 ベリ.倉氏ハ脾臓破裂 ニ因ル腹腔 内出血 竝ニ脾臟別

出後 ノN:L指 數 ハ檢 索 ヲナ シテ曰ク,受 傷後時間 ノ經過 ト共 ニN:L指 數 ノ増加 ヲ呈 シ手術 翌日一般症状

ノ重篤 ナルニ相當 シテ此關係益 々著 シクナル ヲ見 ル サ レド危篤状態 ニ陷 レル第2日 ニ於テ モN:L指 數20

ヨ リ遙 ニ下位 ニア リ腹腔以外 ノ無菌手術 ニ於テ手術 翌 日ハN:L指 數ハ勿論大 トナ レルモ著 シキ差 ナ シト

述ベ リ.手 術後時間的 ニN:L指 數 ノ檢査報告 ノ業績甚ダ稀ナ リ.故 ニ余ハN:L指 數 ガ術後 時間的ニ如何

ナル動搖 ヲ呈 シ疾 病 ノ經過 ト如何ナル關係ヲ有 スルカヲ知 ラン ト欲 シ腹 腔内外 ノ手術 例ニ就キテ術前及 ビ

術後 ノ時間的移動 ヲ比較研究 セ リ(第8章,第4節,第18表 參 照).腹 腔 ノ内外 ヲ問 ハズ手術後 ニハN:L

指數ハ上昇 スルモノナ リ.今 之 ヲ詳細 ニ述ブ レバ脱腸 ノ如 キ腹腔附近 ノ手 術例症 ニ於 テハ術後N:L指 數ハ

増加 シ最高7.33迄 上昇 ス.而 シテ術後24時 間後ニハ漸次 下降 シ術後120時 間後ニハ正常 ニ復 ス.慢 性蟲様

突起 炎ニ於テハ術前最小0.75,最 大5.1ヲ 示 シ術後各例共増加 シ最高26.86ヲ 示 シ術後12時 間後 漸次下降

シテ72乃 至192時 間後 ニハ健常數 ニ復歸 ス.胃 癌及 ビ膽嚢炎 ニ於 テハ術 前健常價以上 ノモノ多數ニ シテ最

高6.31ヲ 示 スモ ノア リ.而 シテ術後 ニ於テハN:L指 數増加 シ術後2乃 至10時 間 ニシテ増加最高(65.0)ニ

達 シ其 ノ後漸次減少スレ共術後144時 間以内 ニ於 テハ健常數 ニ復歸 セズ.全 身麻醉 ニテ手術 セシ腹膜外 ノ

例症 ニ於テハN:L指 數ハ術後増加 シ4乃 至6時 間ニシテ増加最高(19.0)ニ 達ス.而 シテ其 ノ後漸次減少 シ

術後144時 間後 ニハ健常價 ニ復歸 ス.以 上 ノ檢 査成績 ノ示 スガ如 クN:L指 數ハ腹膜 内及 ビ腹膜外 ヲ問ハ ズ

手術後増加 スルモ ノナ リ.腹 膜 内外 ノN:L指 數 ヲ比較 スル ニ脱 腸 ノ如 キ腹腔附近 ノ手術例モ腹腔 ヨ リ遠 キ

部位 ニ於 ケル手術 モ腹膜 内手術 即チ蟲様突起切除術 ノ場合 ト殆 ド一致 ス.然 レ共 胃癌及 ビ膽嚢炎 ニ於テハ

蟲様突起 切除術 ノ場合 ト異 リ術 後N:Lノ 上 昇甚 ダシク シテ健常價 ニ復歸 スルコ トモ蟲様突起切除 ノ場合
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ヨ リハ遲 シ.

第6節　 概 括

1.手 術後 ニ ハ赤 血球 數 ニ變 化 ヲ呈 スル モ ノナ リ.即 チ大 多數 例 ニ於 テ ハ(73.3%)生 理 的範

圍 外 ノ増 減 ヲ(6.062.000乃 至3.845.000)ナ シ少 數 例(26.7%)ハ 生 理 的 範 圍 内 ニ於 テ 増 減 ヲナ

ス.

2.手 術後 ニハ或ル一定時間白血球増多症 ヲ招來ス.最 高平均25170ニ 達 ス.

3.腹 膜外手術ニ於テハ白血球増多症ハ術後2乃 至6時 間ニシテ増加最高(22000乃 至12800

平均19175)ニ 達 シ其ノ後減少シテ術後72乃 至96時 間ニシテ生理的數ニ復 ス.

4.腹 膜内手術ニ於 テハ術後白血球増多症ハ術後2乃 至8時 間ニシテ 増加最高(44650乃 至

16880平 均29668)ニ 達 シ其 ノ後漸次減少 シ蟲様突起炎ニ於テハ術後48乃 至72時 間ニシテ生理

的數 ニ復 ス.然 レ共胃癌及 ビ膽石症 ニ於テハ術後144時 間以内ニ於テハ生理的數ニ復 セズ.

5.手 術後白血球質量ニ變化 ヲ呈ス.

6.幼 若型中性嗜好白血球ハ術前證明 シ得ザル例症 ニ於 テ術後出現 シ早 キハ4時 間後遲キハ

240時 間後迄證明スルコトヲ得.術 前證明 シ得タル例症ニアリテハ術後増加シ(2.5%)術 後48

時間後 ニ消失 ス.

7.桿 状核中性嗜好白血球ハ術後増加 シ術後2乃 至24時 間後層加最高ニ達 シ(61%)其 ノ後

漸次減少 シ健常%數 ニ復歸ス.

8.分 葉核中性嗜好白血球ハ術後増加 シ術後24時 間以内ニ於テ堆加最高(78%)ニ 達 シ其ノ

後漸次減少 シ健常%數 ニ復歸ス.

9.淋 巴球 ハ術後中性嗜好白血球 ト全 ク反對 ノ現象ヲ呈ス.即 チ術後生理的%數 以下ニ減少

シ術後4乃 至24時 間ニシテ減少最低(1.5%)ニ 達 シ其 ノ後漸次増加 ス.

10.「 エオ ジン」嗜好細胞ハ術後一時減少或 ハ消失 ス.而 シテ其 ノ後漸次増加 シ健常%數 トナ

ル.

11.大 單核,移 行 型 及 ビ肥胖 細胞 モ術 後輕 度 ノ増 減 ヲ ナ ス.

12.腹 腔 外 手 術 後 ノN:L指 數 ハ増 加 シ最 高19.0ニ 達 ス.然 レ共術 後120乃 至288時 間後

ニ ハ健 常 比 價 ニ復 ス.

13.腹 腔 内手 術 後 ノN:L指 數 ハ増 加 シ最 高65.33ヲ 示 シ術 後144時 間後 ニ ハ健 常 價 ニ復 セ

ズ.

第9章　 結 論

余ハ以上ノ研究成績 ヨリ次 ノ如 ク結論 セント欲 ス.

1,健 康邦人 ノ輕易ナル身體的及 ビ精 神的作業ニ服 セル者 ノ晝間午後ノ單位容積内白血球數

ハ男子平均8356,女 子平均8378ニ シテ大多數ハ6000乃 至10000ノ 間ニアリ. 5000以 下及 ビ
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10000以 上 ノ モ ノ ハ甚 ダ稀 ナ リ.

2.健 康 邦 人 ノ單 位 容積 内 ノ赤 血球 數 ハ男子 平均5.180.433,女 子 平均4.633.503ナ リ.

3.健 康 邦 人 ノ血 色 素量 ハ「ザ リー 」氏 ニ據 リ男子 平 均86%,女 子 平 均82.1%ナ リ.

4.健 康邦 人 ノ各種 白 血球 相對 數 及 ビ中性 嗜好 白 血球 核 數相 對 數 ハ次 ノ如 シ.

第19表

5.健 康邦人ノN:L指 數ハ男子平均1.73,女 子平均1.83ナ リトス.

6. 5%葡 萄糖食鹽水200乃 至250ccヲ 靜脉内ニ注入スル トキハ注射後赤 血球數ニ動搖 ヲ及

ボス即 チ注射後赤血球數 ハ一時減少 シ其 ノ後増加 シテ注射6乃 至8時 間後増加 スルモノ多クシ

テ其ノ後再 ビ減少 シ注射10乃 至24時 間後注射前ノ數ニ略ボ復歸ス.其 ノ動搖範圍ハ5.990.000

乃至2.610.000ナ リ.

7. 5%葡 萄糖食鹽水200乃 至250ccヲ 靜脉内 ニ注射スル トキハ注射後白血球數ニ動搖 ヲ來

ス.即 チ大多數例ニ於テハ注射後一時減少 シ其ノ後増加ヲ來 シ注射4時 間後増加 シ其 ノ後漸次

減少 シ注射10乃 至24時 間後 ニハ略ボ注射前ノ數 ニ復歸 ス.其 ノ動搖範圍 ハ19450乃 至4350

ナリ.

8. 5%葡 萄糖食鹽水200乃 至250ccヲ 靜脉内ニ注入スル トキハ注射後白血球質量 ニ變化 ヲ

來 ス.即 チ中性嗜好白血球ハ注射1時 間後減少シ其 ノ後注射6時 間後迄増加ス.然 レ共其 ノ後

再 ビ減少シ注射24時 間後 ニハ略ボ注射前ノ數 ニ復歸 ス.淋 巴細胞ハ中性嗜好白血球 ト略ボ相

反 シテ増減 ス.其 他ノ白血球モ注射後輕度ノ増減ヲ呈 ス.但 シ「ミエロチーテン」及 ビ幼若型中

性嗜好白血球 ニハ變化ヲ認 メズ.

9.生 理的食鹽水200乃 至300ccヲ 靜脉内ニ注入スル トキハ注射後赤 血球數ニ動搖ヲ來 ス.

即チ大多數例ニ於テハ注射後赤血球數ハ減少ヲ來 ス.

10.生 理的食鹽水200乃 至300ccヲ 靜脉内ニ注 入スル トキハ注射後白血球數ニ動搖 ヲ來ス.

即チ大多數例 ニ於テハ注射1乃 至2時 間後ハ減少 シ注射4乃 至10時 間後 ニ於テ増加ス.然 レ

共注射24時 間後ニハ略ボ注射前ノ數 ニ復歸 ス.其 ノ動搖範圍ハ13750乃 至5234ナ リ.

11.生 理的食鹽水200乃 至300ccヲ 靜脉内ニ注入スル トキハ白血球質量ニ變化ヲ呈ス.即 チ

桿状核中性嗜好白血球ハ注射8時 間後迄増加 シ其 ノ後減少シテ注射前ノ%數 ニ復歸ス.分 葉核

中性嗜好白血球 ハ注射6時 間後迄増加シ其 ノ後漸次減少ス.淋 巴細胞ハ注射後漸次減少 シ注射

6時 間後減少例最モ多ク其 ノ後漸次増加ス.其 ノ他ノ白血球 ニモ注射後多少 ノ動搖 ヲ來ス.注
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射後増減セシ各種白血球ハ注射8乃 至24時 間後 ニハ注射前 ノ%數 ニ復歸ス.但 シ「ミエロチー

テ ン」及 ビ幼若型中性嗜好白血球ハ注射後變化ヲ認 メズ.

12.生 理的食鹽水300乃 至800ccヲ 皮下ニ注入スル トキハ注射後赤血球 ハー時減少 シ注射4

乃至6時 間後増加 シテ注射前ヨリ多數 トナル.然 レ共其 ノ後減少 シ注射8乃 至24時 間後 ニハ略

ボ注射前ノ數 ニ復歸ス.其 ノ動搖範圍ハ5.574.000乃 至2.683.000ナ リ.

13.生 理的食鹽水300乃 至800ccヲ 皮下 ニ注入スル時ハ注射後白血球數ニ變化ヲ及ボスモノ

ナリ.其 ノ動搖範圍ハ25150乃 至4700ナ リ.大多數例 ニ於テハ注射1乃 至2時 間後減少 シ其ノ

後増加シテ注射4乃 至8時 間後増加最高ニ達 シ其 ノ後減少 シ注射10乃 至24時 間後ニハ略ボ注

射前ノ數ニ復歸 ス.

14.生 理的食鹽水300乃 至800ccヲ 皮下ニ注 入スル時ハ注射後白血球質量 ニ變化 ヲ及 ボスモ

ノナ リ.即 チ「ミエロチーテン」及 ビ幼若型中性嗜好白血球 ニハ變化ヲ認メザ レ共桿状核中性嗜

好白血球 ハ注射後増加ス.分 葉核中性嗜好白血球ハ注射1乃 至2時 間後減少シ其 ノ後増加 ス.

淋巴細胞 ハ注射後中性嗜好白血球 ト殆 ド反對ノ増減ヲナス.其 ノ他 ノ白血球 ニ於 テモ注射後輕

度ノ増減ヲ認ム.

15.生 理的食鹽水800ccノ 皮下注射 ト同時 ニ5%ノ 葡萄糖食鹽水250ccノ 靜脉内注射ヲ施行

スル時 ニハ注射後赤血球數ニ變化 ヲ來 ス.即 チ注射1乃 至4時 間後減少 シ其 ノ後増加 シテ注射

10乃 至24時 間後略ボ注射前ノ數 ニ復歸 ス.其 ノ動搖範圍ハ6.208.000乃 至2.741.000ナ リ.

16,生 理的食鹽水800ccノ 皮下注射 ト同時 ニ5%ノ 葡萄糖 食鹽水250ccノ 靜脉内注射 ヲ施行

スル時ハ注射後白血球數ニ變化ヲ及ボスモノナ リ.即 チ注射1時 間後減少シ其 ノ後6乃 至10

時間後迄増加 ス.而 シテ其 ノ後再 ビ減少 シ注射24時 間後ニハ略ボ注射前ノ數 ニ復歸ス.其 ノ

動搖 範圍17360乃 至4640ナ リ.

17.生 理的食鹽水800ccノ 皮下注射 ト同時ニ5%ノ 葡萄糖食鹽水250ccノ 靜脉内注射 ヲ行フ

時 ハ注射後白血球 質量ニ變化ヲ及ボスモノナ リ.即 チ「ミエロチーテン」ニハ變化 ヲ認 メザ レ共

幼若型中性嗜好白血球 ハ注射後増加ス.桿 状核中性嗜好白血球ハ注射後増加ス.分 葉核中性嗜

好白血球ハ注射直後減少スレ共其ノ後増加ス.淋 巴細胞ハ中性嗜好白血球 ニ反 シ注射1時 間後

増加スレ共其 ノ後漸次減少ス.大 單核及 ビ移行型細胞ハ注射後減少 ス.「エオジン」嗜好細胞ハ

注射1時 間後増加スレ共其ノ後減少或 ハ消失ス.肥 胖細胞ハ注射後減少或 ハ消失ス.

手術操作ノ血液ニ及ボス影響ヲ研究 スルニ其 ノ結論 トシテ.

1.手 術後ニ於テハ赤血球數ニ増減 アルヲ認ム,其 ノ動搖範圍ハ6.062.000乃 至3.845.000ニ

シテ大多數ハ生理的範圍外 ノ増減ヲナス.

2.手 術後或ル一定期間白血球増多症ヲ呈ス.其 ノ動搖範圍ハ44650乃 至7250ナ リ.

3.腹 膜外手術ニ於テハ術後白血球増多症 ハ術後2乃 至6時 間ニシテ増加最高ニ(22000乃

至12800)達 シ其 ノ後減少 シ術後72乃 至96時 間ニシテ生理的數ニ復ス.
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4.腹 膜内手術 ニ於 テハ術後 ノ白血球増多症 ハ術後2乃 至8時 間ニシテ増加最高(44650乃

至16880)ニ 達 シ,其ノ後減少 シ蟲様突起炎間歇期手術例ニ於テハ術後48乃 至72時 間ニシテ生

理的數ニ復歸スレ共胃癌及 ビ膽石症 ノ例症 ニ於テハ術後144時 間以内ニ於テハ生埋的數 ニ復 セ

ズ.

5.幼 若型中性嗜好白血球ハ術後出現 シ又ハ増加ス.

6.桿 状核中性嗜好白血球 ハ術後増加 シ術後2乃 至24時 間後増加最高(61%)ニ 達 シ,其 ノ

後漸次減少 シテ健常%數 ニ復歸 ス.

7.分 葉核中性嗜好白血球 ハ術後増加 シ術後2乃 至24時 間後増加最高ニ達 シ其 ノ後漸次減

少 シテ健常%數 ニ復歸ス.

8.術 後ノ白血球 増多症ハ主 トシテ中性嗜好白血球ノ増加ニ原因 ス.

9.淋 巴細胞ハ術後中性嗜好白血球 ト反對ノ増減ヲナス.

10.「 エオジン」嗜好細胞ハ術後一時減少或 ハ消失ス.

11.大 單核,移 行型細胞及 ビ肥胖細胞ハ術後輕度ノ増減ヲナス.

12.腹 腔外手術 ノN:L指 數ハ術後増加 シ最高1.9ニ 達 ス.然 レ共術後120乃 至288時 間後

ニハ已ニ健常數ニ復歸ス.

13.腹 腔内手術後ノN:L指 數ハ増加 シ最高65.33ヲ 示 シ其 ノ後減少スレ共術後144時 間後

ニ尚ホ健常數ニ復歸 セズ.

終リニ臨ミ本論文ノ嚴正ナル御校閲ヲ賜リシ泉先生ニ對シ滿腔ノ謝意ヲ表ス.(4. 10. 22.受稿)
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Kurze Inhaltsangabe.

Uber die Veranderungen des Blutbildes bei verschiedenen 

therapeutischen Massnahmen.

Von

Dr. Kyoji Akaiwa.

Aus der chirurgischcn Abteilung der Universital zu Okayama.
(Vorstand: Prof. Dr. Goro Izumi.)
Eingegangen am 22. Oktober 1929.

Nachdem ich das Blutbild bei gesunden Japanern und den Einfluss verschiedener 

therapeutischer Massnahmen auf dasselbe untersuch hatte, konnte ich folgende Angaben 

machen.

1) Die Leukozytenzahl in Kubikmillimetern betraegt nachmittags nach leichter 

koperlicher und psychischer Anstrengung durchschnittlich 8356 beim Mann und 8378 bei 

der Frau. Die Zahl der roten Blutkoperchen ist 5180433 beim Mann und 5633503 bei der 

Frau. Der Haemoglobingehalt belaeuft sich auf 86% beim Mann und auf 82% bei der 

Frau. Den Prozentsatz jeder Leukozytenart und das Verhaltnis der Kernzahl der Neutr

ophilen zeigt folgende Tabelle.

Das Zahlenverhaeltnis zwischen Neutrophilen und Lymphocyten (N:L=Index) 

beulaeft sich auf 1.73 beim Mann und auf 1.83 bei der Frau.

2) Nach der intravenosen Injektion von 200-250cc einer 5% igen Traubenzucker

kochsalzlosung nimmt die Zahl der Erythrocyten eine Zeitlang ab, dann nimmt sie zu, 

und nach 10-24 Stunden kehrt sie auf ihren vorigen Wert zuruck. Dabei kommt es zur 

Veranderung des Blutbildes.

3) Durch die intravenose In jektion von physiologischer Kochsalzlosung nimmt die 

Erythrocytenzahl ab. Durch dieselbe Injektion nimmt die Leukozytenzahl zuerst ab,
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dann nimmt sie zu und kehrt 24 Stunden nach der Injektion wieder auf den ursprueng

lichen Wert zurueck. Dabei kommt es zur Veranderung des Blutbildes

4) Durch die subeutane Injektion von physiologischer Kochsalzlosung nimmt die 

Zahl der Erythrocyten zuerst ab, dann nimmt sie zu und kehrt 6 bis 24 Stunden nach der 

Injektion wieder auf ihren ursprunglichen Wert zuruck. Nach derselben Injektion ver

mindern sich die Leukozyten eine Zeit lang, und erreichen 4 bis 8 Stunden nach der In

jektion den Hoehepunktt ihrer Vermehrung. Nach 10 bis 24 Stunden dagegen ist die 
ursprungliche Zahl vor der Injektion wieder erreicht. Durch these Injektion wird eine 

Veranderung des Blutbildes erreicht.

5) Durch die gleichzeitige subcutane Injektion von physiologischer Kochsalzlosung 

und intravenose Injektion einer 5% igen Traubenzuckerlosung wird eine vorubergehende 

Verminderung der Erythrocyten und der Leukozyten hervorgerufen, darauf erfolgt ihre 

Vermehrung, und nach 10 bis 24 Stunden ist ihre Zahl wieder auf dem ursprunglichen 

Wert angelangt. Nach dieser doppelten Injektion wird eine Veranderung des Blutbildes 

hervorgerufen.

6) Als Einfluss der operativen Eingriffeauf das Blutbild ergeben sich folgende 

Befunde:

1) Nach der Operation kommt es zur Schwankung der Erythrocytenzahl.

2) Bei der extraperitonealen Operation erreicht die Leukozytose 6 Stunden nach der 

Operation ihren Hohepunkt und nach 72 bis 96 Stunden die physiologische Zahl.

3) Bei der intraperitonealen Operation erreicht die Leukozytose 2 bis 8 stunden 

nach der Operation ihren Hohepunkt und danach die physiologische Zahl.

4) Nach der Operation zeigt sich eine Veranderung des Blutbildes.

5) Das Zahlenverhaltnis zwischen neutrophilen Leukozyten und Lymphocyten (N:L
=Iudex), bei der extraperitonealen Operation nimmt nach der Operation zu, betragt 

hochstens 19 und erreicht nach 120 bis 288 Stunden die normale Zahl.

6) Das Zahlenverhaltnis zwischen Neutrophilen und Lymphocyten (N:L=Index) 

vermehrt sich nach der intraperitonealen Operation und betraegt hoechstens 65.33.

Trotzdem es sich danach allmaehlich vermindert, hat es 144 Stunden nach der 

Operation noch nicht den normalen Wert erreicht (Autoreferat).
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